
日本科学未来館『探究学習プログラム』(2024)をもとに改変

探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

プリマ探究(はじめての探究)

「ひとはく探検」・「れきはく探検」前の学習②

人と自然の共生について
考えよう
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日本科学未来館『探究学習プログラム』(2024)をもとに改変

探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

校内探検をして
自分の気になるものが見つかりましたか？

様々な気づき・発見を得ることができましたか？
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前回のふりかえり
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

4人グループで
前回の内容をふりかえって

話し合いましょう
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前回のふりかえり
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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「ひとはく探検」・「れきはく探検」も、
「気づき」を練習することが目的です

「なんとなく」気になったものを
「とりあえず」集めましょう

校内探検と同様に

一人で歩きましょう

「見よう」と思って、じーっと見てみましょう

ワクワクする気持ちを大切に



兵庫県立
歴史博物館
常設展示：兵庫の歴史、姫路城大解 

剖、祭り、こどもはくぶ 
つかんなど

特別展：いくさ物語の絵画 
―瀬戸内の名品と 
収蔵コレクション―

5月21日(水) 兵庫県立 終日/バス移動

人と自然の博物館 
常設展示：恐竜の化石 

鳥や昆虫の標本など 
企画展：「価値の手直し展 

(Re:value EXPO)」

探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

本番の探検場所 博物館でも今日と同じように、
「なんとなく」気になるものを「とりあえず」集めよう！

5月30日(金)
5・6限/徒歩移動
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日本科学未来館『探究学習プログラム』(2024)をもとに改変

探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

「気づくこと」の練習
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※５月考査を１日短くして、交通費約4,000円/人 かけて出かけます

ただの遠足ではありません

ただの博物館見学ではありません

※大阪・関西万博開催期間中、何とか大型バスの予約ができました
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

「見よう」と意識しなければ見えません
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※５月考査を１日短くして、交通費約4,000円/人 かけて出かけます

一周して、暇だ・興味が無い、と休憩
するのはもったいない

「見よう」と意識して
じーっと観察してみてください

※大阪・関西万博開催期間中、何とか大型バスの予約ができました
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

兵庫県立 人と自然の博物館 通称「ひとはく」
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三田市にある自然史系の博物館（1992年～）

日本で唯一「人と自然の共生」をテーマとしている
西日本最大級の博物館

博物館職員の一部は、兵庫県立大学自然・環境科学研究
所の教員を兼務している。
「思索し、行動し、提言する博物館」として、研究成果を自
然環境の保全や再生、地域づくりへと繋げる試みが行われ
ている。 “ひとはく”とは -兵庫県立人と自然の博物館（ひとはく）より

https://www.hitohaku.jp/infomation/about.html
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

兵庫県立 歴史博物館 通称「れきはく」
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郷土の歴史に関する県民の理解を深め、教育・学術及
び文化の発展に寄与することを目的として開館された
（1983年～）

「ひょうごの未来へのかけはしとなる博物館」
・過去と未来とのかけはし
・地域と未来とのかけはし
・人と未来とのかけはし

兵庫県立歴史博物館 | 姫路城跡内にある博物館、姫路城や五国ひょうごの歴史を学べるより

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

自分は何に興味があるのか

10

「ひとはく」で
ヒトは自然の中の一部であることを確認しよう

自分は、何を疑問・課題に感じるだろう

「れきはく」で
兵庫の歴史を観察しよう
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

テーマ「共生」
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「共生」をテーマにすると

・どのようなことを考える？
・疑問は？
・課題は？
・取り組んでみたいことは？
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

心づもりをしておいてください
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6月5日(木)までに、観察した内容をA4サイズのワークシート
にまとめ、6月6日(金)の授業で、他者と共有します

当日の午後に、観察した内容を
A4サイズ１枚のワークシートに
まとめ、他者と共有します

●ひとはく

●れきはく

文字・イラスト・レイアウト・色使いは自由です！
必要に応じて、筆記用具を持参してください。

DS探究・研究での探究テーマの材料とします（れきはく）
→7月17日 クラス内発表会(4人チーム×10班)

6月27日
クラス代表の発表
（大講義室） ▲まとめの例
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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考えるワーク 「疑問を書き出そう」

個人ワーク ４人グループで共有
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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諸注意【ひとはく】
ホロンピアホールでの座席：大講義室と同様に（１組のみ異なる）

午後のまとめのワークで、
必要であれば
色鉛筆・マーカー等持参

【持ち物】
筆記用具、バインダー、ラボノート、
現金100円（特注セミナー料）、
昼食、飲み物、レジャーシート
（スマホ）

【写真撮影時】
フラッシュ撮影をしない
撮影禁止ではないかの確認

制服着用
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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諸注意【れきはく】原則徒歩移動（西高-れきはく）
徒歩移動（片道約30分）が難しい場合は、事前に相談してください。

【持ち物】
筆記用具、バインダー、ラボノート
（スマホ）

【写真撮影時】
フラッシュ撮影をしない
撮影禁止ではないかの確認

【館内でのマナー】
静かにする
走らない
飲食禁止
展示物に触れない
エレベーターは原則使わない
傘や大きな荷物は預ける

【メモを取るとき】
①鉛筆（シャープペン）でとる
インクが展示物に付かないよう
にするため

②解説パネルやガラスケースの
上で、メモをとらない

制服着用
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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「気づき」を練習することが目的です

「なんとなく」気になったものを
「とりあえず」集めましょう

校内探検と同様に

一人で歩きましょう

「見よう」と思って、じーっと見てみましょう
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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諸注意【スマホ】

「気づき」の練習をする際に
なんとなく気になったものを
とりあえず撮影するために使用します

目的以外の使用は控えましょう
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ
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好奇心の覚醒

ワクワクする気持ちを大切に

自分の「気づき」を楽しみましょう
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探究ラボⅠ・研究ラボⅠ

今後の予定
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5月9日（事前指導②） 「ひとはく探検」、「れきはく探検」前の事前学習②

5月21日（水）終日
「ひとはく探検」+ 事後学習①(ﾎﾛﾝﾋﾟｱﾎｰﾙ)

グループ内での情報共有

5月30日（金）5・6限 「れきはく探検」

6月6日（金）
事後学習②「れきはく探検」グループ内での情報共有
クラス代表者の決定

6月20日（金） 外部講師による、データサイエンスに関する講演会（大講義室）

6月27日（金）
クラス代表者による口頭発表
（大講義室・スライド資料）


